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1. 都立高校の入試概要 

【1】 推薦入試について   

〔推薦に基づく選抜の日程〕一般推薦・特別推薦（文化・スポーツ）・特別推薦（理数） 

 
★対象学科および募集人員 ※「令和８年度都立高等学校第一学年生徒募集人員」による 

（１）応募資格 

次の①～③までのすべてに該当し、志願する都立高校を第１志望とする者 

① 令和８年３月に、東京都内の中学校を卒業する見込みの者  

② 以下による者 

ア 一般推薦  

一般推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた者 

イ 特別推薦（文化・スポーツ） 

特別推薦に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた者 

ウ 特別推薦（理数） ※実施校…立川高校：創造理数科、科学技術高校：創造理数科 

特別推薦（理数）に志願する意思があり、在学している中学校長の推薦を受けた者 

③ 保護者と同居している者で、都内に住所を有し、入学後も引き続き都内から通学することが確実な者 

 

（２）出願方法 

① 一般推薦 

志願者は、１校１コースまたは１科（１分野）に限り出願する。志願変更はできない。 

志願する同一の都立高校内にある同一の学科内に２科（２分野）以上ある場合（芸術に関する学科を除く。）は、

第２志望として他の１科（１分野）に限り指定することができる。ただし、同一の都立高校内に、「普通科｣と｢コース」ま

たは「農業科｣と｢家庭科」等、複数の学科がある場合は、それぞれ別の学科として扱うため、一方を第１志望とした場

合、他方を第２志望に指定することはできない。  

（例１）第１志望を八王子桑志高校の産業科のデザイン分野とした場合、同じ学科のクラフト分野を第２志望に指定することができる。 

（例２）第１志望を松が谷高校の外国語コースとした場合、普通科を第２志望に指定することはできない。 

（例３）第１志望を瑞穂農芸高校の農業に関する学科の園芸科学科とした場合、同じ学科の畜産科学科を第２志望に指定することは 

できるが、家庭に関する学科の生活デザイン科を第２志望にすることはできない。 

（例４）第１志望を工芸高校の工業に関する学科のマシンクラフト科とした場合、同学科のアートクラフト科を第２志望にすることができる。
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②特別推薦（文化・スポーツ） 

志願者は、特別推薦を実施する都立高校の種目等のうちから１種目を指定し、１コース又は１科（分野）に限り出願

する。志願変更はできない。また、当該都立高校の一般推薦にも併せて出願することができる。その場合、入学考査料を

2 回分支払う必要がある。 

 

③特別推薦（理数） 

志願者は１校１科に限り出願する。志願変更はできない。また、他の推薦に基づく選抜に出願はできない。 

 

（３） 出願手続 

志願者の手続は、以下を志願する都立高等学校長に提出する。 

① 一般推薦 

（ⅰ）入学願書（インターネットの専用サイトから必要事項を入力し、申請する。） 

（ⅱ）調査書 

（ⅲ）一般推薦書 

（ⅳ）自己ＰＲカード 

（ⅴ）入学考査料 全日制２，２００ 円 

※出願サイト上での決済、もしくは金融機関窓口で納入し、領収証書を出願サイトにアップロードする。 

 

② 特別推薦（文化・スポーツ） 

（ⅰ）入学願書（インターネットの専用サイトから必要事項を入力し、申請する。） 

（ⅱ）調査書 

（ⅲ）文化・スポーツ等特別推薦書 

（ⅳ）自己ＰＲカード 

（ⅴ）入学考査料 ２，２００ 円 

※出願サイト上での決済、もしくは金融機関窓口で納入し、領収証書を出願サイトにアップロードする。 

※一般推薦を同時に志願する場合は、一般推薦の出願にも入学考査料が必要となる。（合計で 4,400 円） 

※一般推薦を同時に志願する者であっても、調査書及び自己ＰＲカードは１部のみの提出となる。 

 

③ 特別推薦（理数） 

（ⅰ）入学願書（学校所定の様式） 

      ※インターネット出願では、出願サイトに志願者情報を入力する。 

（ⅱ）調査書 

（ⅲ）理数等特別推薦書（学校所定の様式） 

（ⅳ）自己ＰＲカード 

（ⅴ）科学分野等の研究に関するレポート（A4 版２枚以内、様式任意） 

（ⅵ）入学考査料 ２，２００ 円 

※出願サイト上での決済、もしくは金融機関窓口で納入し、領収証書を出願サイトにアップロードする。 
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（４）検査等の実施 

① 検査内容 

（ⅰ） 一般推薦および特別推薦（文化・スポーツ） 

志願者全員に個人面接を実施する。集団討論を実施する学校もある。また、小論文または作文、実技検査、そ

の他学校が設定する検査のうちからいずれか一つ以上の検査を実施する。特別推薦の志願者全員に、「個人

面接または集団討論」および「実技検査」を実施し、その他の検査内容については、当該都立高校長が定める。 

※ 集団討論は日比谷高校、竹早高校、鷺宮高校、西高校、北園高校、調布南高校の６校で実施する。 

（ⅱ） 特別推薦（理数） 

   科学分野等の研究に関するレポートについての口頭試問、個人面接および小論文の検査を実施する。 

 

（５）選 考 

「一般推薦の選考の基本方針」 

① 選考は各高校があらかじめ定めた選考方法に基づき、調査書、個人面接（集団討論を実施する学校は集団討論を

含む）、小論文又は作文等の検査を総合した成績、入学願書による志望及び都立高校長が必要とする資料（自己Ｐ

Ｒカードを含む）により行う。 

（令和８年度入試の例：昭和高校 調査書５００点、個人面接 2０0 点、小論文３０0 点） 

 

② 全ての都立高校で、調査書における各教科の観点別学習状況の評価 ( 全２７観点 )または評定（９教科）の 

どちらか一方を調査書点として点数化する。ただし、エンカレッジスクールとして指定された都立高校は、観点別学

習状況の評価を用いる。調査書点の上限は総得点の５０％となる。 

 

（ⅰ） 観点別学習状況の評価 ( 全２７観点 )を用いる場合は、各都立高校の特色に応じて特定の観点の配

点を高くするなどして活用する。 

（ⅱ） 評定を用いる場合は、各教科の評定に比重をかけることは行わない。 

（ⅲ） 観点別学習状況の評価や評定の欄に斜線／のある調査書の各教科の学習の記録の処理方法について

は、各都立高校が適切に定める。 

（ⅳ） 自己ＰＲカードは点数化しない。自己ＰＲカードは面接資料として活用する。 

（ⅴ）  個人面接、小論文又は作文等の検査については、各都立高校が適切に基準を定めてそれぞれ点数化す

る。 

 

「特別推薦（文化・スポーツ）の選考の基本方針」 

① 選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づいて行う。 

② 選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。 

個人面接または集団面接および実技検査のほか、小論文または作文等の検査を適宜組み合わせ、選考資料とし 

て用いる。 （令和８年度入試の例 杉並高校：硬式野球４人、調査書５００点、集団面接２００点、実技３００点） 

③ 調査書における各教科の観点別学習状況の評価または評定の扱いは、一般推薦の扱いと同様に各都立高校が 

適切に定める。 

④ 受検者のうち各都立高校が定めた基準に達していると認められた者の中から合格候補者を決定する。 
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「特別推薦（理数）の選考の基本方針」 

① 選考は、各都立高校があらかじめ定めた選考方法に基づいて行う。 

② 選考に当たっては、各都立高校が自校の教育活動の実績や特色などに基づいて適切な基準を定める。個人 

面接および科学分野等の研究に関するレポートについての口頭試問、小論文の検査を組み合わせ、選考資料とし 

て用いる。なお、自己 PR カードは面接資料として活用される。 

③ 調査書における各教科の観点別学習状況の評価または評定の扱いは、一般推薦の扱いと同様に各都立高校が 

適切に定める。 

④ 受検者のうち各都立高校が定めた基準に達していると認められた者の中から合格候補者を決定する。 

 

都立高校の推薦入試の応募状況 

令和７年度の普通科の推薦入試における倍率は、2.６１倍(コース制・単位制除く)でした。この数値からもわかる

ように、推薦入試は狭き門です。また、すべての学校で、作文・小論文・実技検査のいずれか一つと個人面接が義務

付けられており、入念な準備が必要となり、時間と労力がかかります。しかし、推薦入試は合格が約束されるもので

はありません。だからこそ、不合格だったときの場合を考え、推薦入試と並行して、一般入試に向けた学力の維持・向

上にも継続して取り組むことが必要です。そして、推薦入試に不合格だった場合、３週間後の一般入試に向けて気持

ちを切り替え、最後まで努力し続ける覚悟も大切です。そのことを踏まえ、自らの責任で推薦入試受検について意思

決定してください。 
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【2】学力検査に基づく選抜 ( 第一次募集 )  

[ 第一次募集 ]   

日時

インターネット出願を行い、かつその他出願に要する書類については、下記書類

提出期間必着で、各都立高校に簡易書留郵便等により郵送したものを受け付ける。

〔入力期間〕令和7年１２月19日（金）から令和8年２月 ５日（木）午後５時まで

〔書類提出期間〕令和８年 １月３０日（金）から２月 ５日（木）まで（必着）

入学願書取り下げ 令和８年２月１２日（木） 午前９時 ～ 午後３時

入学願書再提出 令和８年２月１３日（金） 午前９時 ～ 正午

令和８年２月２１日（土） 集合 午前８時３０分

令和８年２月２１日（金）以後、各都立高校が定める日時

令和８年３月 ２日（月）

　　（全日制）午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）、午前９時３０分（校内掲示）

　　（定時制）午前８時３０分（合否照会サイト上で発表）、午後４時（校内掲示）

令和８年３月 ２日（月）

　　（全日制）午前９時３０分 ～ 午後３時３０分

　　（定時制）午後４時 ～ 午後８時

令和８年３月 ３日（火）

　　（全日制）午前９時 ～ 正午

　　（定時制）午後４時 ～ 午後８時

合格者の発表

合格者の入学手続き

面接及び実技検査等

事項

出願

志願変更

（注１）

学力検査及び面接

 

※１ 志願変更には、制限がある。（次ページを参照） 

※２ 令和 8 年度より分割前期募集の実施は昼夜間定時制高校のみ 

 

（１） 募集人員 

募集人員は、「令和８年度都立高等学校等第一学年生徒 募集人員」に定めます。 

 

（２）出願方法（特に注意すること） 

志願者は、１校１コース又は１科（１分野）に限り出願する。ただし、志望する同一の都立高校内にある同一の学科

内に２科（２分野）以上ある場合（芸術に関する学科を除く）は、他の全ての科（分野）に志望順位を付けて出願する

ことができる。 

 

（３） インターネット出願手続（出願者個人で必要な手続き） 

①入学願書（インターネットの専用サイトから必要事項を入力し、申請する。） 

②入学考査料 全日制：２,２００円 定時制：９５０円 

   （出願サイト上での決済、もしくは金融機関窓口で納入し、領収証書の画像を出願サイトにアップロードする。） 

 

（４）自己ＰＲカード（志願者が作成する） ※試験当日に面接試験のある学校のみ。 

    令和 8 年度より、面接試験のない学校では、自己 PR カードの提出は不要となった。 
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（５）書類の提出方法 

①都内の中学校に在学している志願者は、インターネット上で出願に必要な内容の入力を行い、中学校長の承認

を経て、入学願書の提出を行う。出願に要する書類を、中学校を通じて、書類提出期間内に必着するよう、都立

高校長宛てに送付する。 

②願書提出後の出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更はできない。 

 

（６）受検票の交付・・・出願サイト上で、志願者の入学願書等を受け付けた都立高校長が受検票を交付する。 

 

（７）志願の変更       

願書提出後、1 回に限り志願の変更をすることができる。  

ただし、入学願書の返却を受けた都立高校の同一のコース及び科（分野）に再提出することはできない。 

また、同一の都立高校内にある同一学科内の科（分野）相互間の志望順位の変更もできない。 

  〈志願変更ができる例〉 

(例１) 八潮高校普通科に出願後、異なる学科である芝商業高校のビジネス科へ志願変更をすることができる。 

         (その逆も可能) 

(例２) 富士森高校の普通科に出願後、コースを置く片倉高校の造形美術コースへ志願変更をすることができる。 

(その逆も可能)  

(例３) 国際高校の国際学科に出願後、コースを置く小平高校の外国語コースへ志願変更をすることができる。 

(その逆も可能) 

(例 4) コースを置く深川高校の外国語コースに出願後、同じ深川高校の普通科へ志願変更をすることができる。 

(その逆も可能) 

(例 5) 農業高校の農業に関する学科の食品科学科に出願後、同じ農業高校の家庭に関する学科の食物科へ志

願変更をすることができる。(その逆も可能) 

※農業高校には｢農業に関する学科｣と｢家庭に関する学科｣の両方がある。 

農業科と家庭科は、違う学科なので、志望の変更ができる。 

             

                再 提 出 

 

  

取 下 げ 

 

 

全日制 

 

 

定    時    制 

定 時 制 単 位 制  

定時制 

単位制以外 

 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙ（注１） 

八王子拓真ﾁｬﾚﾝｼﾞ枠 

グループＡ（注２） 

グループＢ 

（注３） 

全   日    制 ○ × × × 

定 

時 

制 

定
時
制
単
位
制 

チャレンジスクール（注１） 

八王子拓真高校（チャレンジ枠） 

グループＡ（注２） 

○ ○ × × 

グループＢ（注３） × × × × 

定時制単位制以外 × × × × 

(注１) チャレンジスクールとは六本木高校・大江戸高校・世田谷泉高校・稔ヶ丘高校・桐ヶ丘高校・小台橋高校 

及び立川緑高校を意味する。 

（注２）グループＡとは一橋高校・浅草高校・荻窪高校・八王子拓真高校（一般枠）・砂川高校を意味する。 

（注３）グループＢとは新宿山吹高校・六郷工科高校・飛鳥高校・板橋有徳高校・青梅総合高校・東久留米総合高校 

を意味する。 
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〈志願変更のできない例〉   

（例１） 園芸高校の農業に関する学科の動物科を第１志望として出願後取り下げ、同じ園芸高校の農業に関する 

学科の食品科を第１志望として再提出することはできない。 

（同一高校同一学科への再提出はできない。志望の順位の変更もできない。） 

 

（例２） 工芸高校の工業に関する学科のアートクラフト科を第１志望として出願後取り下げ、同じ工芸高校の工業に 

関する学科のマシンクラフト科を第１志望として再提出することはできない。 

（同一高校同一学科への再提出はできない。志望順位の変更もできない。） 

 

（例３） エンカレッジスクールの蒲田高校に出願後取り下げ、チャレンジスクールの六本木高校に再提出することは 

できない。（全日制課程からチャレンジスクールへの志願変更はできない。その逆は可能。） 

 

（8）志願変更の手続 

① 志願の変更をする場合は、志願変更願 ( 様式あり ) を、在学している中学校長の確認を経て、出願した都立 

高校長に提出し、出願に要した書類及び調査書等の返却を受ける。提出の際、生徒手帳などの本人確認ができ

る物を持参する。 

② 都立高校長は、その志願者の提出した入学願書等の出願に要した書類及び中学校長から提出されたその志願 

者の調査書を厳封して返却し､出願管理サイトでその志願者の出願情報を取り下げる。 

③ 面接試験のある学校へ志願の変更をする場合は、志願の変更先の都立高校が示した「本校の期待する生徒の 

姿」を参考にして自己ＰＲカードを新たに作成することになる。 

④ 志願の変更をする場合は、指定された期間内に出願サイト上で必要事項を入力し、返却された出願に要する書 

類に志願変更先の高等学校名等の必要な事項を記入し、厳封した調査書（都立高校から返却を受けたもの）、 

新たに作成した自己ＰＲカード（面接試験のある学校のみ）を指定された日時に志願変更先の都立高校長に提 

出し、出願サイト上で受検票の交付を受ける。 

⑤ 大島海洋国際高校出願の生徒は、東京都教職員研修センターで手続きを行うことができる。 

⑥ チャレンジスクールまたは八王子拓真（チャレンジ枠）へ出願後、全日制高校へ志願変更する場合には、新たに 

調査書及び自己ＰＲカード(面接試験のある学校のみ)が必要となる。 

⑦ チャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）、 一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般 

枠）、砂川高校に出願後、全日制へ志願変更する者は、入学考査料の差額（１,２５０円）を再提出先の都立高校 

の窓口において、現金で納付する。 

 

(９)学力検査等の実施（検査教科等） 

①学力検査の教科について、全日制は、国語、数学、英語、社会、理科の５教科となる。（ただし、芸術及び体育  

に関する学科については、国語、数学、英語の３教科）なお、エンカレッジスクールとして指定された都立高校で 

  は学力検査を実施しない。定時制の一部の都立高校においては学力検査を実施する教科について、その高校

が定める。 

②各教科の満点は１００点とし、特定の教科の配点に比重をかける（以下「傾斜配点を行う」）都立高校もある。 

（後日配布予定の「令和 8 年度東京都立高等学校募集案内」冊子の入試実施方法一覧に掲載される。） 

③検査教科等のうち、１教科（面接等を含む。）でも受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなされる。 

正当な事由により、一部受検できなかった者は、受検したものとみなす。 

④ 面接、実技検査等を行う科を第２志望以下の志望順位とした者についても面接、実技検査等を行う。 
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(1０) 集合時刻及び時間割 

① 全日制及び定時制  

  開 始 時 間 ～ 終 了 時 間 時 間 教 科 

集  合 午前  ８時３０分   

第１時限 午前  ９時００分～午前 ９時５０分 ５０分 国 語 

第２時限 午前 １０時１０分～午前１１時００分 ５０分 数 学 

第３時限 午前 １１時２０分～午後 ０時１０分 ５０分 英 語 

第４時限 午後  １時１０分～午後 ２時００分 ５０分 社 会 

第５時限 午後  ２時２０分～午後 ３時１０分 ５０分 理 科 

      ※英語学力検査の最初の１０分間にリスニング検査を行う。  

※国際高校及びエンカレッジスクールに指定された都立高校の時間割は、各都立高校が別途示す。 

②「持ち物」受検票、鉛筆、消しゴム、直線定規（角度の目盛りのないもの）、コンパス、弁当、上履き。 

※なお、直線定規については数学以外の教科で使うこともある。 

時計以外の機能を備えた時計、携帯電話や腕時計型の端末などの通信機器は原則持ち込まない。 

 

(11) 問題作成 

 出題の基本方針 

（i）中学校の教育課程に基づく学習の成果としての学力を検査することを基本とし、出題の範囲は、中学校学 

習指導要領に示されている内容によるものとする。 

(ii)出題の内容は、各教科とも、中学校学習指導要領に示されている教科の目標及び内容に照らして基本的 

   な事項を選ぶとともに、一部の領域に偏ることのないようにする。 

(iii)出題に当たっては、基礎的・基本的な知識及び技能の定着や、思考力、判断力、表現力などをみるとともに、

体験的な学習や問題解決的な学習などの成果もみることができるようにする。 

※自校で問題を作成する高校がある。 

自校で作成した学力検査問題３教科(国語・数学・英語)と都立高校共通問題２教科（社会・理科）で行う。 

令和８年度自校作成校・・・日比谷、戸山、青山、西、八王子東、立川、国立、新宿、墨田川、国分寺 

なお、国際高校については、英語の学力検査問題のみを自校で作成している。また、一部の定時制高校でも、 

自校で作成した問題により入試を行っている。(農産、八王子拓真[一般枠]) 

 

 （12） エンカレッジスクールとして指定された都立高校の選考の基本方針 

選考は、調査書、面接、小論文または作文(実技検査を実施する学校もある)の結果を点数化し、総合した成績、

入学願書による志望及び都立高校長が必要とする資料により行う。なお、自己ＰＲカードは面接資料として活用

される。 
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【3】学力検査に基づく選抜 ( 第二次募集・分割後期募集※ ) 

〔 全日制第二次募集・分割後期募集 〕 

※分割後期募集を実施する学校は、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校(一般枠)及び砂川高校 

〔 定時制第二次募集日程 〕 

今年度から定時制高校の志願変更は行えない。 

インターネット出願及び郵送による出願は受け付けない。出願は原則書類持参。 

（１） 出願手続 

全日制の入学願書は、分割後期募集・全日制第二次募集用を用い、定時制の入学願書は、定時制第二次募集

用を用いる。（入学考査料は納付書による納付を行う。） 

 

（２） 志願の変更 

①分割後期募集・全日制第二次募集における志願変更は次の表の○を付した変更について、１回限り行うことが

できる。 

           

                    再 提 出 

  

取 下 げ 

 

全日制 

 

定時制単位制 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙ（注 1） 

八王子拓真ﾁｬﾚﾝｼﾞ枠 

およびグループＡ（注２） 

    全   日    制   ○ × 

定

時

制 

単

位

制 

チャレンジスクール（注１）、 

八王子拓真ﾁｬﾚﾝｼﾞ枠 

グループＡ（注２） 

○ ○ 

(注１) チャレンジスクールとは六本木高校・大江戸高校・世田谷泉高校・稔ヶ丘高校・桐ヶ丘高校・小台橋高校・ 

立川緑高校の７校をいう。 

(注２) グループＡとは一橋高校・浅草高校・荻窪高校・八王子拓真高校（一般枠）・砂川高校の５校をいう。 

事   項 日       時 

出  願 令和 8 年３月 5 日（木） 午前９時～午後３時 

志願 

変更 

願書取下げ 令和 8 年３月 ６日（金） 午前９時～午後３時 

願書再提出 令和 8 年３月 ９日（月） 午前９時～正  午 

学力検査 令和 8 年３月１０日（火） 集合午前８時３０分 

面接及び実技検査等 令和 8 年３月 10 日（火） 以後、各都立高校が定める日時 

合格者の発表 令和 8 年３月１3 日（金） 午前８時３０分（合否照会サイト）   正 午（校内掲示） 

合格者の入学手続 
令和 8 年３月１３日（金） 正 午～午後３時 

令和８年３月１６日（月） 午前９時～正午 

事   項 日        時 

出    願 令和８年３月 2３日（月） 午後３時から午後７時 

学 力 検 査 令和 8 年３月２６日（木） 集合 各都立高校が定める時刻 

合格者の発表 令和 8 年３月 2７日（金） 午前８時３０分（合否照会サイト）   午後３時（校内掲示） 

合格者の入学手続 
令和 8 年３月 2７日（金） 午後３時から午後７時 

令和 8 年３月 30 日（月） 午後３時から午後７時 
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「志願の変更」の例 

 

（例１） 深川高校の普通科を第１志望、外国語コースを第２志望として出願後取り下げ、松が谷高校の外国語コース 

を第１志望、普通科を第２志望として志願変更できる。 

 

（例２） 農業高校の服飾科を第１志望、都市園芸科を第２志望、食物科を第３志望として出願後取り下げ、多摩工科 

高校の機械科を第１志望、環境化学科を第２志望として志願変更できる。 

 

ただし、次の都立高校へは入学願書の再提出はできない。 

・入学願書の返却を受けた学校。 

・大島海洋国際高校を除く島しょの都立高校（ただし、大島高校と大島海洋国際高校間の志願変更はできる。） 

 

②定時制第二次募集における志願変更 

今年度から志願変更不可。 

 

（３） 志願変更の手続 

①志願の変更をする場合は、志願変更願 ( 様式あり ) を、在学している中学校長の確認を経て、出願した都立 

高校長に提出し、出願に要した書類及び調査書等の返却を受ける。 

②都立高校長は、その志願者の提出した入学願書等の出願に要した書類及び受検票並びに、 

中学校長から提出されたその志願者の調査書を厳封して返却する。 

③面接試験のある学校へ志願の変更をする場合は、志願の変更先の都立高校が示した「本校の期待する生徒の

姿」を参考にして自己ＰＲカードを新たに作成する。 

④志願の変更をする場合は、返却された入学願書等に志願変更先の高等学校名等の必要な事項を記入し、受検

票、厳封した調査書及び新たに作成した自己ＰＲカードを指定された日時に志願変更先の都立高校長に提出し、

受検票の交付を受ける。 

⑤チャレンジスクールおよび八王子拓真（チャレンジ枠）へ出願後、全日制高校へ志願変更する場合には、新たに 

調査書及び自己ＰＲカード(面接実施校の志願者のみ)を提出する。 

⑥チャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）、 一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般

枠）、砂川高校に出願後、全日制へ志願変更する者は、入学考査料の差額（１,２５０円）を再提出先の都立高校

の窓口において、現金で納付する。 

 

（４）学力検査等の実施 

全日制第二次募集は、国語、数学及び英語の３教科で実施する。 

定時制第二次募集は、国語、数学、外国語(英語)、社会、理科のうち、３科目を下らない範囲で、各都立高校が定

める。また、面接を実施します。 

その他、検査実施内容は、各都立高校が定める。 

・１教科でも受検できなかった場合には、受検を放棄したものとみなされる。 

・面接、実技検査等を行うコース及び科（分野）を第２志望以下の志望順位とした者についても、面接、実技検査等 

を行う。 

・エンカレッジスクールとして指定された都立高校においては、学力検査を実施しない。 
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①全日制 学力検査の時間割 

 開 始 時 刻 ～ 終 了 時 刻 時 間 教 科 

集  合 午前 ８時３０分   

第１時限 午前 ９時００分～午前 ９時５０分 ５０分 国 語 

第２時限 午前１０時１０分～午前１１時００分 ５０分 数 学 

第３時限 午前１１時２０分～午後 ０時１０分 ５０分 英 語 

ただし、エンカレッジスクールに指定された都立高校の時間割は、各都立高校が定める。 

定時制の集合時刻および時間割は、各都立高校が定める。 

 

②問題作成 

全日制・・・第一次募集に準じて作成される。（共通問題） 

定時制・・・第二次募集は、自校作成問題。 
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【4】通信制課程における選抜 

〔 前期選抜日程 〕 

 

※通信制課程を設置する都立高等学校は一橋高校、新宿山吹高校及び砂川高校である。 

 

（１）募集人員 

募集人員は、「令和 8 年度都立高等学校等第一学年生徒 募集人員」に定める。 

（１０月下旬以降に東京都教育委員会のホームページにも掲載される。） 

※該当都立高校が実施する面接指導（スクーリング）に出席できる必要がある。 

 

（２）インターネット出願手続（出願者個人で必要な手続き） 

①入学願書（インターネットの専用サイトから必要事項を入力し、申請する。） 

 

②入学考査料 全日制：９５０円 

      （出願サイト上での決済、もしくは金融機関窓口で納入し、領収証書を出願サイトにアップロードする。） 

 

（３）自己ＰＲカード（志願者が作成する） ＊試験当日に面接試験のある学校のみ。 

令和８年度より面接のない都立高校へは自己 PR カードの提出は不要となった。 

 

（４）書類の提出方法 

①都内の中学校に在学している志願者は、インターネット上で出願に必要な内容の入力および写真が本人のもの

であること、志願しようとする都立高校への応募資格があることを中学校長が確認し、中学校長の承認を得る。

都立高校長宛てに、出願に要する書類を、中学校を通じて、書類提出期間内に必着するよう、送付する。 

 

②願書提出後、出願サイトへの入力内容及びその他出願に要する書類に係る記載事項の変更は認めらない。 
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（５）受検票の交付  志願者の入学願書等を受け付けた都立高校長は、出願サイト上で受検票を交付する。 

 

（６）学力検査等の実施（検査教科等） 

学力検査の教科について、全日制は、国語、数学、英語の３教科で実施する。 

 

  <新宿山吹高校> 

    国語、数学及び外国語(英語)を総合して７０分で行う。 

 

＜一橋高校及び砂川高校＞ 

国語、数学及び外国語(英語)を総合して 6０分で行う。 

 

（７）集合時刻及び時間割 

    各都立高校が定める。 

 

（８）問題作成 

自校で作成した学力検査問題で行う。 

 

〔 後期選抜日程 〕 

 

※複数の通信制課程の都立高校に合格した場合、合格した通信制課程の都立高校のうち 1 校に限り、入学手続きを

することができる。 

 

（１） 募集人員 

募集人員は、「令和 8 年度都立高等学校等第一学年生徒 募集人員」に定める。 

（１０月下旬以降に東京都教育委員会のホームページにも掲載される。） 

※該当都立高校が実施する面接指導（スクーリング）に出席できる必要がある。 
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（２）出願手続 

全日制の入学願書は、分割後期募集・全日制第二次募集用を用い、定時制の入学願書は、定時制第二次募集用

を用いる（入学考査料は納付書による納付）。インターネット出願及び郵送による出願は受け付けない。 

出願は原則書類持参。 

 

（３）学力検査等の実施（検査教科等） 

学力検査の教科について、全日制は、国語、数学、英語の３教科で実施する。 

  <新宿山吹高校> 

    国語、数学及び外国語(英語)を総合して７０分で行う。 

＜一橋高校及び砂川高校＞ 

国語、数学及び外国語(英語)を総合して 6０分で行う。 

 

（４）集合時刻及び時間割 

    各都立高校が定める。 

 

（５）問題作成 

自校で作成した学力検査問題で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-14- 



【５】インフルエンザ等学校感染症罹患患者等に対する措置について 

第一次募集において、インフルエンザ等に罹患した者、学校保健安全法第１９条により中学校長が出席停止の措置

を行った者及び月経随伴症状、痴漢被害等受検者本人の責めによらず、やむを得ない入院等で、第一次募集で出願

した都立高校を受検することができなかった者に対して、追検査を実施する。措置を希望する場合は、中学校長を経由

して、令和８年 2 月 25 日(水)午後 5 時までに、インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置申請書により第

一次募集において出願した都立高校長に申請する。 

なお、追検査は、第一次募集を実施する都立高校（島しょの都立高校を含む全日制課程及び定時制課程）において

実施する。分割募集を実施する都立高校においては、追検査を実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・追検査では、第一次募集において、第一志望とした科（分野）又は部に限り出願することができる。 

・追検査に出願した者は、分割後期募集・全日制第二次募集に出願することはできず、志願変更もできない。 

・出願時の入学願書は指定用紙を用いる。納付書裏面に記載された、所定の納付場所で納付した入学考査料の領収

証書を入学願書の裏面に貼り付ける。郵送による出願は原則受け付けない。(全日制 2,200 円、定時制 950 円) 

・出願の際に、医療機関の証明書、中学校長が出席停止の措置を行ったことについて証明する書類または発熱があっ

たことについて中学校長が証明する書類（いずれか１通。様式は任意）を添付し、入学願書と併せて当該都立高校に

提出する。 
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【5】調査書について 

（１）成績について 

高校に提出する成績一覧表に記載される成績は、観点別学習状況の評価を総括した評定になる。成績一覧表

に記載する予定の第３学年の第１学期および第２学期を通じた総合的な評定を２学期の通知表に記載する。１月

初旬の成績一覧表調査委員会を経て決定となるため、最終的な評定は、１月 15 日(木)までにそれぞれの生徒の

保護者に配布する「調査書記載事項通知書」で伝える。 

 

◇出席日数が少ないため、参考にできる資料等を活用しても観点別学習状況の評価を行うことができない場合、

また、評定を行うことができない教科がある場合は調査書所定の欄のうち記入できる事項についてのみ記入し、

その旨を明らかにした理由書（中学校所定）を提出することになる。 

 

（２）総合的な学習の時間の内容及び評価 

①中学校第３学年における総合的な学習の時間で設定した課題及び内容を記入します。 

②学習状況及び成果を評価し、文章で記入します。 

（例）課題を「地域の未来を考える」と設定し、住みよい地域社会づくりの視点から資料収集・調査活動等

を行い、地域の方々を招いて成果を発表した。課題を発見する能力、分かりやすくまとめる力、発表での表

現力が向上した。 

 

（３）諸活動の記録 

特別活動等並びにその他の学校内外の活動のうちから、当該志願者において特筆すべき活動を取り上げ、その

活動の事実や実績を、所見を除いた客観的な記録として記入する。 

なお、「諸活動の記録」の記入に当たっては、学級担任、教科担任の意見のみでなく、関係教職員の意見等を総

合して記入し、校長が確認する。また、顕著な成果のある活動だけでなく、次のような活動についても記入すること

ができる。 

 

ア）当該志願者が積極的な態度や意欲をもって取り組んでいる活動 

イ）当該志願者の人間形成上好ましい影響のある活動や他の生徒に好ましい影響を与えている活動 

ウ）当該志願者の中学校３年間における継続的な活動又は各学年における特筆すべき活動 

 

（例） 

 

 

 

 

 

（４）調査書記載事項の通知 

成績一覧表を作成した中学校長は、それに記載した各教科の観点別学習状況の評価及び評定に加え、総合的

な学習の時間の内容及び評価、諸活動の記録等が記載された調査書の内容について、１月１5 日(木)までにそれ

ぞれの生徒の保護者に通知する。 

ただし、都立高等学校を受検する予定のない場合は調査書記載事項通知書における総合的な学習の時間の

内容及び評価、諸活動の記録の欄は斜線でもよいことになっている。 

 

・図書委員として「図書だより」の作成を担当（第３学年） 

・テニス部員として区大会新人戦で３位入賞（第１学年） 

・○○検定○級を取得（第３学年）（実用英語技能検定、日本漢字能力検定など） 

・高齢者福祉施設を定期的に訪問（第１学年～第３学年） 
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【6】その他（都立入試における変更点・留意点等） 

（1）インターネット出願について 

①入学願書等提出方法 

・推薦に基づく選抜及び学力検査に基づく選抜(第一次募集)では、全校でインターネット出願が実施される。 

合否結果についても、合否照会サイトで確認できます。 

・令和７年１２月１９日（金）からインターネット上の専用サイトに必要事項を入力できる。 

・出願に要する書類は、中学校を通じて志願先の都立高校に送付する。 

・出願サイト上で受検票が交付される。 ※やむを得ず、インターネット出願が出来ない場合は、紙でも出願できる。 

 

②インターネット出願の流れ （「Ｒ８年度 東京都立高等学校に入学を希望する皆さんへ」より） 
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（2）スピーキングテストについて 

○都立高校入試では、中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J YEAR3）の結果を活用する。 

     

①スピーキングテスト結果の都立高校への提出について 

      中学校は、スピーキングテスト結果として提供を受けた 6 段階の評価を、生徒の調査書に記載する。 

調査書は、生徒の志願先の都立高校へ提出する。 

 

②今後の流れ 

１1 月上旬 中学校から「受験票」を受け取る。 

１1 月 1０日（月）以降 中学校から「受験の手引き」を受け取る。（試験当日の詳細はこちらを参照） 

１1 月 2３日（日） 指定された会場で受験する。 （本試日）   〈予備日…１２月１５日（日）〉（追試験） 

１月 7 日（水） 
「保護者用マイページ」または「生徒用マイページ」で、ESAT-J YEAR3 の結果を確

認する。 〈予備日に追試験を受験した場合は、１月２3 日（金）〉 

1 月中旬以降 ESAT-J YEAR3 の結果（個人レポート）が中学校に発送される。 

2 月上旬 都立高校へ調査書を提出する。 

    

③スピーキングテスト結果の都立高校入試における活用区分について 

       スピーキングテスト結果は、第一次募集において活用する。 

       （推薦に基づく選抜や、エンカレッジスクール、チャレンジスクール、英語学力検査を実施しない学校は 

対象外） 

 

    ④評価の点数化について 

       都立高校では、A から F までの６段階で提出された評価を、次の表のとおり、２０点満点の点数として取り扱う。 

    

⑤総合得点の算出について 

       都立高校では、学力検査の得点と調査書点の合計（１０００点満点）にスピーキングテスト結果の点数を加え、 

       総合得点を算出する。 

 

  

 

 

 

   

  

スピーキングテスト結果（評価） A B C D E F 

都立高校で取り扱う点数 ２０点 １６点 １２点 ８点 ４点 ０点 

【第一次募集】 

  学力検査の得点       ７：３           調査書点       

５００点                           ６５点 

１００点×5 教科             (５教科×５)＋（４教科×５×２） 

↓                              ↓                           ↓ 

７００点（換算後）       ＋         ３００点（換算後）     ＋   ２０点（調査書に記載） ＝ １０２０点 

スピーキング 
テスト結果 
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  ⑥追試験について 

受験者は本試日に受験することが原則だが、本試日にやむを得ない理由（病気・忌引等）で受験することがで

きず、在籍中学校長が認め、かつ予備日申請により東京都教育委員会からの承認を受けた受験者は、予備日

に追試験を受験することができる。 

日程 追試験対象者の動き 中学校の動き 

１１月２3 日（日・祝） ・保護者が、「保護者用マイページ」にて欠席連絡を行う。 

（１１月２1 日（金）から２4 日（月）まで） 

・診断書や証明書などを用意し、画像データ化する。 

 

１１月２6 日（水）から 

12 月 1 日（月）まで 

・「追試験受験申込書」を作成し、診断書や証明書と併せて中学校に提出

する。 

・中学校から交付された「追試験受験申込書」の写しを画像データ化する。 

(１１月２6 日(水)から) 

・「保護者用マイページ」で必要事項を入力し、追試験申請手続き、「追試

験受験申込書」の写し及び診断書等の画像データをアップロードする。 

・対象者が作成した「追試験受

験申込書」に記載された内容

等を確認し、公印を押印し、写

しを保護者に交付する。 

・申請が承認されたか確認する。 

１2 月 1 日(月) 

午後５時まで 

追試験申請締め切り日  

１２月 5 日(金)以降 「保護者または生徒用マイページ」から受験票をダウンロードし、印刷し、 

試験当日持参する。 

 

１２月１4 日(日) 追試験を受験  

    ⑦不受験者について 

「仮のスピーキングテスト結果」を算出し、点数化の上、加点することで不利にならないよう取り扱う。ただし、

以下の（ⅰ）に該当しない者がスピーキングテストを受験しなかった場合、「仮のスピーキングテスト結果」は

算出せず、加点しない。 

      （ⅰ）不受験者とは 

都内公立中学校に在籍する者のうち、やむを得ない理由によりスピーキングテストを受験できない者又は

できなかった者で、「都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請

承認書」を都立高校へ提出した者 

      （ⅱ）算出方法 

不受験者については、英語学力検査の得点により順位を決め、当該不受験者の上下５名ずつ（合計１０名）

以上の受検者を集計する範囲として定めることを基本とする。集計する範囲に含まれる受検者それぞれの

スピーキングテスト結果を点数化し、その平均値により、当該不受験者の「仮のスピーキングテスト結果」を

求める。その際、平均値が１８点以上はＡ、１４点以上１８点未満はＢ、１０点以上１４点未満はＣ、６点以上１０

点未満はＤ、２点以上６点未満はＥ、２点未満はＦとする。 

      （ⅲ）申請方法 

          「都立高等学校入学者選抜におけるスピーキングテストの結果活用に関する措置申請書」を東京都教育

委員会へ簡易書留郵便等で提出する。 

      （ⅳ）手続き期間 

            （第３次）対象：ESAT-J YEAR3 の受験申込はしたが、本試験日に受験できず、かつ予備日の受験が

困難であると判断される者 

                         １１月２５日（火）から１２月１2 日（金） 

            （第４次）対象：ESAT-J YEAR3 の受験申込はしたが、本試日及び予備日ともに受験できなかった者 

                         １２月１5 日（月）から１２月 19 日（金） 
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（3）出願資格について 

①令和８年３月に中学校を卒業する見込みの者、中学校を卒業した者 

 

②保護者と同居し、都内に住所を有し、入学後も引き続き都内から通学することが確実な者 

志願者が父母両方と都内に同居し、入学後も引き続き都内に同居することが原則 

  一時的に都内に住所を有し、入学後、都外に、志願者、保護者又は志願者と保護者が転居する予定のある場合には 

応募することができない 

※「保護者」とは、本人に対し親権を行う者で、原則として父母のことをいう 

※理由があって父母のどちらか一方が都内に志願者と同居できない場合等、②に合致しない場合も条件によっては出願可能 

 

③その他 

(ⅰ)推薦に基づく選抜の場合 

・志願する都立高校を第１志望とする者 

・令和７年１２月３１日現在、都内に所在する中学校に在籍しており、中学校長の推薦を受けた者 

 

(ⅱ)学力検査に基づく選抜（第一次募集） 

   ・入学願書受付までに都立高校推薦入試合格者ではない者 

 

（ⅲ）学力検査に基づく選抜（第二次募集） 

   ・入学願書受付までに都立高校推薦入試または都立高校第一次募集・分割前期募集の合格者ではない者 

※『国私立高校に入学手続きを終えている生徒についても出願を遠慮すること』となっている。 

※定時制第二次募集においては、分割後期募集・全日制第二次募集の選抜による合格者も出願できない。 

 

（ⅳ）第三次募集、第四次募集 

   ・入学手続き者数が募集人員に達しない都立高校は第三次募集、第四次募集を行う。 

    その際、必要な事項は別に定めるとなっている。 

 

（4）受検上の配慮について 

    都立入試おいては、必要な申請をすることで、次のような受検上の配慮を受けることができる。 

 

① 障害のある受検者に対する配慮 

（i） 学力検査受検上の配慮 

        検査問題の程度を変えない範囲で、検査方法、検査時間及び検査会場についての配慮があります。  

基本的には中学校で定期考査の際に対応されている配慮と同程度のものです。 

        （例１） 問題・解答用紙の拡大 

（例２） 記号選択式での受検 

（例３） 補聴器やICT機器の使用 

（例４） 介助者（代筆者、音読者などを含む）の同行 

※特別支援学級や特別支援学校に在籍している生徒だけでなく、通常の学級に在籍している配慮が必要な

生徒も申請することができる。 
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（ii）選考の特例 

        現住所から通学至便な全日制又は定時制の都立高校を希望し、その他の都立高校に通学することが困難 

と認められる者については、志願した都立高校において個別面談を実施し、選考の際に個別面談点を付加す

る。学力検査等の実施は通常の受検者と同一。 

 

② 事故や病気等による学力検査実施上の配慮  

検査日の直前に怪我をしたり、急な発熱などにより、通常の学力検査の方法で受検したりすることが困難な場

合、検査時間及び検査会場について行う配慮がある。学力検査等の実施は通常の受検者と同一。ただし、通常の

検査方法では受験が困難と認められる者については、検査時間及び検査会場について適切な配慮を行う。 

 

以上の配慮を希望する受検者は指定の様式を、在学する中学校長を経由して、令和７年１２月１９日（金）まで 

に、志願する高校に提出する必要があります。書類作成、申請には時間を要するため、該当する可能性がある場合 

はなるべく早く中学校までご相談下さい。また、令和７年１２月２０日以降に②についての申請が必要になった場合 

などについても、直ちにご相談ください。 
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2. 私立高校の入試概要 

【１】入試日程 

私立高等学校の入試は、推薦入試・一般入試がある。推薦・一般共に、それぞれ都立高校の推薦・一般よりも早く行

われる。多くの高校で、推薦入試は 1 月 22 日から、また一般入試は 2 月１0 日から始まる。なかには、一般入試の日

程を分けて２回以上実施する高校もある。 

私

立

高

校 

12/15〜 1/22〜 2/10〜  

 

★
入
試
相
談 

 

合
格
発
表 

⇒ 

推
薦
入
試 

   

合
格
発
表 

⇒ 

一
般
入
試 

 

都

立

高

校 

 1/26・27         2/2       2/21 3/2 

  
 
 
 

⇒ 

推
薦
入
試 

 

⇒ 

一
般
入
試 

    
合
格
発
表 

合
格
発
表 

 

※私立入試の日程に関しては、必ず学校説明会や募集要項で確認すること。 

※上記の日程以外で試験を実施する私立高校もある。（特に他県入試） 

 

【２】入試の形態 

一般的な私立高校の入試形態については下の表の通り。なお、これらの形態は高校によって名称が異なる場合や、

このような形態をとらない場合もある。必ず学校説明会や募集要項で確認すること。 

 種別 条件 ★入試相談 検査 

推薦入試 単願推薦 ・第一志望であること 

・所属中学校長の推薦があること 

・受験校が示す基準に該当していること 

※内申成績や出欠席状況などに基準がある 

あり 面接や作文など 

 

 

 

 

 

一般入試 

単願 

（第一志望優遇） 

・第一志望であること 

・受験校が示す基準に該当していること 

※内申成績や出欠席状況などに基準がある場合が

ある 

あり 

 

学力試験 

(優遇措置あり) 

面接など 

 

併願 

（併願優遇） 

・他の高校が第一志望で、その高校が不合格だっ

た場合、入学を約束すること 

（第一志望校が公立のみ可の学校もあれば、公立

私立とも可の学校もある） 

・受験校が示す基準に該当していること 

あり 学力試験 

(優遇措置あり) 

面接など 

一般受験 基準等の条件なし なし 学力試験 

※学校によっては推薦入試や併願優遇入試において、基準に該当すれば出願はできるが、学力検査等によって合否が

決まる学校もある。 
 

★入試相談 

入試相談では、推薦、第一志望優遇、併願優遇受験での入試を希望する生徒を対象として、中学校の教員と高校の

教員があらかじめ基準等に関しての確認をする。事前に入試相談をするにあたっては、学校長の承認の下で書類を作

成する。そのため、中学校側に各種希望届を提出する必要がある。また、入試相談は１２月１５日から実施することとなっ

ており、期間は高校ごとに設けられている。 
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１ 担任へ希望を申し出る 

２ 「推薦願」の提出 

３ 校内で審査 

４ 所属中学校長の承認 

５ 入試相談 

６ 出願 

【３】入試概要 

（１）単願推薦について 

①推薦基準 

中学校長が推薦を認めることが第一条件となり、このほかに高校の示す推薦基準に該当する場合に出願

が認められる。推薦基準は高校ごとに異なるが、多くの高校で「内申成績（素内申の合計）」と「出欠席状

況」で示され、これに該当しなければ出願が認められないことがほとんどである。 

       ★推薦基準例 ※３科：国数英 ５科：国社数理英 ９科：すべての教科 

「９科が３２以上」「３科が１１以上かつ５科が２０以上」 

「３科が１１以上かつ５科が１６かつ９科が２７以上」「３科が１４以上または５科が２２以上」 

※上記の基準に加え、「評定に１がないこと」などの条件がつく場合もある。英検・漢検・数検等の

資格を有する場合、内申点に加点する高校もある。「出欠席状況」は、欠席日数や遅刻・早退につ

いて３年間の状況を見る高校もあれば、３年生での状況を見る高校もある。募集要項や説明会で

確認すること。 

 

②試験内容 

主に面接と作文が中心だが、学力試験を実施する高校もある。 

 

③ 出願までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

④ 備考 

高等学校との事前相談の時点で、定員を大幅に超える場合、基準を満たしていても一般入試の扱いになることも

ある。 

 

⑤その他の推薦入試制度（名称は高校により異なる） 

特待生推薦 学業やスポーツ関連で特に秀でた力があると認められれば学費が考慮される。 

自己推薦 中学校の推薦書に代わる書類提出で推薦を受け付ける。受験生、保護者が個別に相

談に参加することが必要なことが多い。自分自身を推薦するために、成績や学力等を

示す客観的材料が必要となる。 

スポーツ文化一芸一能推薦 中学校内外での活動実績がある第一志望者が対象となり、中学校長の推薦書が必

要となる。各種大会、コンクール実績、検定資格など、学力基準以外の要素が大きい。 

特待生推薦 学業やスポーツ関連で特に秀でた力があると認められれば学費が考慮される。 

自己推薦 中学校の推薦書に代わる書類提出で推薦を受け付ける。受験生、保護者が個別に相

談に参加することが必要なことが多い。自分自身を推薦するために、成績や学力等を

示す客観的材料が必要となる。 

スポーツ文化一芸一能推薦 中学校内外での活動実績がある第一志望者が対象となり、中学校長の推薦書が必

要となる。各種大会、コンクール実績、検定資格など、学力基準以外の要素が大きい。 

 

※推薦入試には所属中学校長の推薦が必要。 

（本校推薦基準については P.26を参照） 

※推薦入試は、合格後に必ず入学することが条件。 

※都立・私立の両方の推薦入試制度の利用はできない。 
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１  担任へ希望を申し出る 

２ 「併願優遇願」を提出 

３ 校内で審査 

４ 所属中学校長の承認 

５ 入試相談 

６ 出願 

 

⑤  出願 

（２）一般入試について  

【第一志望優遇】 

受験する高校を第一志望とすることで、一般入試において優遇措置（加点等）が講じられる制度。 

出願基準や入試相談の有無は、学校ごとに異なる。学力試験の得点をもとに選抜する高校が多いが、面接や作文、

実技を行う高校もある。合格した場合、必ず入学する必要がある。 

  

【併願優遇】 

志望順位が上位である高校に不合格だった場合は必ず入学することを条件に、一般入試において優遇措置が

講じられる制度。 

①出願基準 

推薦受験と同様に出願基準が示される。通常は推薦の基準よりも高く設定されている。 

②試験内容 

学力試験の得点をもとに選抜する高校が多いが、面接や作文、実技を行う高校もある。 

    ③出願までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 備考 

       ・ほとんどの高等学校で、都立高等学校との併願に限り入学金の延納が認められている。 

       ・推薦同様、合格の可能性は非常に高いが、一定の加点のみを行う学校もある。 

 

【一般受験】 

出願基準や入試相談はない。学力試験の得点等をもとに選抜する。面接が課される場合もある。 

 

私立高校入試留意点 

私立高校を選ぶ際、必ずその学校を見学するようにしましょう。併願校として受験する高校であっても、実際に３年

間を過ごす可能性のあるところとして、慎重に選びましょう。受験校を確定する前に、説明会の参加や個別相談会へ

参加し、入試制度の概要をしっかりと確認することが大切です。学校によって入試制度や出願条件、加点項目が異な

ります。高校と家庭との個別入試相談で、出願資格や出席日数などの条件について、個別に相談に乗ってくれる場

合もありますが、その際は相談内容を担当者名とともに中学校側に報告してください。中学校側から高校に内容の確

認を行う場合もあります。 

  

※併願優遇制度を利用する場合、校内での手続きを経

て入試相談が実施されるため「併願優遇願」の提出が

必須となる。 
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【4】高等専門学校・企業内学校・高等専修学校・通信制高校とサポート校・就職について 

 

高等専門学校（一般的に『高専』とよばれる） 

工業に関する専門的な知識と実践的な技能を身につけることを目的とし、５年間で卒業する学校。 

資格としては、３年間で高等学校卒業の資格、卒業時には短大卒業と同じ資格が与えられる。 

卒業後に４年制大学の第３学年へ編入することもできる。 

(例）都内国立  １校    東京工業高等専門学校    

都  立    １校    都立産業技術高等専門学校 

都内私立  １校    サレジオ工業高等専門学校 

 

企業内学校 

例）日野工業高等学園（日野自動車、日野市）、トヨタ工業学園（トヨタ自動車、愛知県豊田市）など 

 

高等専修学校（一般的に『専門学校』とよばれる） 

専修学校のうち、中学卒業者を対象とした課程。 

職業や実生活に必要な実践的な教育をおこない、専門知識や専門技能を身につけることに重点をおいている。 

提携校との連携によって、高等学校卒業資格を得られる学校もある。 

他の高等学校との併願が可能な学校もある。 

※多種多様な専修学校がある。実際に学校見学などに参加し、その学校の内容や特色についてよく理解しておくこと。 

※進学の希望が固まり次第、担任や学年教員へ早めに申し出ること。入学定員に達すると受付を締め切る学校が多い。 

 

通信制高校とサポート校 

レポート提出や定められた日数の登校（スクーリング）により、高等学校卒業の資格を得ることを目指す。 

通信制高校の中には、通信制高校の中で単位取得の支援を受けるためのサポート機能が充実している学校もあ

れば、通信制高校とは別に民間教育機関であるサポート校に別途入学が必要な学校もある。 

※ 学校ごとに教育内容や卒業資格を得るまでの道筋、学費等が違うので、よく確認する必要がある。 

 

就  職 

 ハローワークを通しての就職と、縁故（保護者や親類などからの紹介）による就職がある。 

ハローワークを通した就職の場合、希望職種、希望条件等を確認し、就職担当者が就職相談票を作成する。 

求人票を見ながら希望する事業所を検討していく。 

【入社までの流れ】 

求職受理・職業相談→職場見学→応募事業所(１カ所)決定→応募書類提出→採用選考→入社 

※就職を希望する場合は、ハローワークを通す場合も縁故の場合も、すみやかに担任や学年教員に申し出ること。 

進学を希望しているが、希望通りにならなかった場合は就職したいという場合も、必ず申し出ておくこと。 

 

 

 

その会社に必要な専門教科、技術教科、実践的な技能等を学ぶ。 

高等学校との提携により、高等学校卒業の資格を同時に取得できる学校もある。 

給与が支給され、卒業後はその会社に採用される。全寮制の学校もある。 

-25- 



3. 資料等 

【1】 本校の推薦基準について   

上級学校の推薦受験における、本校の推薦基準は以下の通り。 
 

 

小金井市立小金井第二中学校 

校長 清水 裕径 

 

１ 推薦受験にあたって 

上級学校の推薦受験においては「学校推薦」という形になっていることが多く、その場合には、所属する学校長

の推薦を受け、出願できるようになっています。学校長の推薦を受けるにあたっては、中学校内外での生活態度や

中学校での学業成績、志願理由などを総合的に判断して、推薦生徒としてふさわしいということが認められなけれ

ばなりません。 

 

２ 本校の推薦基準 

①推薦を希望する学校を志願する理由や、入学後の目標が明確であること。 

②「第一志望」で合格した場合は、その学校に必ず入学すること。 

③基本的な生活習慣が確立しており、学校のルールをきちんと守っていること。  

④授業に真剣に取り組み、学力の向上に励んでいること。 

⑤上級学校（私立）が基準としている評定や欠席日数の条件を満たしていること。 

⑥上級学校の求めている生徒像に見合っていること。 

※推薦願の提出を受け、学年及び校内推薦委員会で基準を満たしているか審議したうえで、 

最終的に学校長が判断する。 

 

 

３ その他の留意点 

上記の推薦基準はすべての学校推薦に適用されます。 

※私立高校におけるスポーツ推薦等にも、上記の推薦基準が適用されます。 
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【2】 都立高校用調査書 見本  
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【3】 自己 PR カード 見本 
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【4】 単願推薦、併願優遇願 （昨年度の例） 

◎都立高等学校 推薦願    ◎私立高等学校 推薦願 

   
◎第一志望優遇願    ◎併願優遇願 
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【５】 参考資料（東京都教育委員会ホームページより） 

◎令和８年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱・同細目について 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/information/press/2025/09/2025092502 

 

 

◎令和８年度東京都立高等学校に入学を希望する皆さんへ（日本語版） 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/admission/high_school/exam/pamphlet2026_japanese

 

 

◎【特設ページ】中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J） 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/global/esat-j 

  

◎学力検査問題等 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/admission/high_school/ability_test 

  

 

◎令和７年度東京都立高等学校入学者選抜における推薦に基づく選抜で実施した小論文・作文、実技検査、集団討

論のテーマ等一覧 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/admission/high_school/ability_test/theme/2025 
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